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語
り
つ
ご
う

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
貴
さ
を

　
昭
和
－
－
十
年
八
月
の
終
戦
か
ら
、
今
年
で
四
十
九
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
戦
後
、
日
本
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、

年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
戦
争
や
核
兵
器
に
ま
つ
わ
る
記
憶
は

次
第
に
薄
れ
よ
う
ど
し
て
い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多

数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
私
た
ち
は
人
類
に
と
っ
て
最
大

の
脅
威
で
あ
る
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
つ

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
宇
治
市
議
会
で
決
議
さ
れ
た
『
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宮
言
』
に
基
づ
き
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
っ
て
、
今
年
も
各
種
の
平
和
事
業
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
入
場
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理
部
総
務
課
　

（
a
2
2
・
3
－
4
。
－
、
内
線
2
0
’
5
2
）
へ
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
（
会
長
＝
宇
治
市
長
。
池
本
正
夫
）
で

は
、
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
㈲
午
前
十
一
時
半
か
ら
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
い
、
戦
争
や
原
爆
の
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、
市
役
所
平

和
の
像
前
で
平
和
祈
念
集
会
を
開
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
（
写
真
は
昨
キ
の
祈
念
集
会
）

　
　
平
和
図
書
展

　
　
丿
冒
つ
づ
け
よ
う
戦
争

と
平
和
』
を
テ
ー
マ
に
、
「
学
徒

出
陣
五
十
年
」
「
子
供
と
学
ぶ

ヒ
ロ
シ
マ
ー
ナ
ガ
サ
キ
」
「
銃

口
」
「
十
二
月
の
静
け
さ
」
な

ど
、
児
童
書
を
含
め
約
二
百
冊

を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。
▽

と
き
・
：
2
日
㈹
よ
測
日
㈹
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
月
曜
休

館
）
▽
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
同
館
（
容
2
0

・
1
5
1
1
）

　
　
平
和
映
画
会

　
終
戦
間
近
の
昭
和
二
十
年
六

月
、
若
き
特
攻
隊
員
は
生
涯
の

最
後
の
思
い
を
込
め
、
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
「
月
光
」
を
奏
で
た
Ｉ
。

小
学
校
に
残
さ
れ
た
古
ぼ
け
た

一
・
台
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
ま

つ
わ
る
悲
し
い
物
語
『
月
光
の

1
分
間
の
黙
と
う
を
　

市
役
所
『
平
和
の
鐘
』

を
鳴
ら
し
ま
す
。

○
終
戦
の
日
天
妁
日
囲
正

午
○
広
島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
日
＝
6
日
出
午
前

8
時
1
5
分
○
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
＝
9
日

㈹
午
前
‥
1
1
時
2
分

　核兵器廃絶平和都市宣言

　真の恒久平和は、人類共通の念願である。

　我々は世界最初の被爆国民として、核兵

器の恐ろしさを身をもっで体験している。

この地球上に再び広島・長崎の惨禍を繰り

返しではならない。そのためにあらゆる匡

の核兵器の廃絶と全面軍縮を全世界の人々

に訴えるものである。

　日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念

を市民生活の中仁生か七√子々孫々に継承

するトため、¨／ここtこ核兵器廃絶平和都市たしる

こ＼と才をノ宣言する。ヶ＝………＝。……上土jつ………＝I∧…………………J

ぎ
。
世
界
の
子
供
た
ち
へ
贈

る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
つ
る

に
の
っ
て
Ｉ
と
も
子
の
冒
防

の
二
本
を
上
映
し
ま
す
。
▽
と

き
：
1
3
日
出
午
前
1
0
時
～
と
午

後
1
時
半
～
の
2
回
上
映
▽
と

こ
ろ
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル　
平
和
祈
念
集
会

　
戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
開
催

し
ま
す
。
▽
と
き
・
：
1
5
日
側
午

前
1
1
時
半
～
正
午
▽
と
こ
ろ
…

戦争当時の品物や記録などが残っていませんか

　宇治市平和都市推進協議会では市内の戦争遺品や記録

類を保存・展示することを通／じ、戦争の悲惨な記憶を風化

させず平和の大切さを訴えていこうと考えています。▽ご

家庭にそのような品物が残っでいましたら、ご連絡をレ　

レ対象…昭和初斯から昭和20キごろまでに使用された

召集令状・千人針・軍服など戦時用品、戦時下の暮らし

の様子を伝える日用品・衣服類、写真万・8ミ‥リ・書籍な

どの記録類レ連絡先…8月31日困までに企画管理部総務

課（内線2052）に、住所。・氏名・・・電話番号・Tお持ぢの品

め内容をご連絡ください。後日、調査に伺いますＤ調査

内容‥・品物のサイズ・保存状態などの現状調査と貸し出

七の可否の聴取、写真撮影。

市
役
所
・
平
和
の
像
前

　
　
平
和
企
画
展

　
い
ず
れ
も
市
役
所
一
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
午
前
八
時
半
～

午
後
五
時
（
閉
庁
日
を
除
く
）
。

Ｏ
写
真
展
＝
1
0
日
伽
～
1
5
日
㈲
　

六
年
度
小
・
『
中
学
生
広
島
訪

問
団
の
写
真
、
原
爆
被
災
時
の

記
録
写
真
な
ど
を
展
示
（
協
力

・
：
社
団
法
人
京
都
府
原
爆
被
災

者
の
合

Ｏ
絵
画
展
＝
1
6
日
㈹
～
2
2
R
㈲
　

広
島
市
民
が
描
い
た
原
爆
被

災
時
の
絵
を
展
示

※
戦
争
遺
品
調
査
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
を
期
間
中
設
置
し
ま
す

375

◇
今
年
も
宇
治
の
夏
を
彩
る
　

宇
治
川
花
火
大
会
を
盛
大
に
　

開
1
し
ま
す
。
夏
の
夕
暮
れ

Ｉ
に
、
家
族
そ
ろ
っ
で
お
出
掛
　

け
く
だ
さ
い
。

　
▽
と
き
・
：
8
月
1
0
日
困

　
（
荒
天
順
延
）
▽
と
こ
ろ
・
Ｉ
＝

府
立
宇
治
公
園
宇
港
川
畔
一
Ｉ

帯
▽
内
容
・
：
午
後
5
時
半
～
．

7
時
1
5
分
＝
野
外
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
（
伝
統
芸
能
和
太
鼓

シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
ー
う

百
・
澗
、
参
涼
冬
痍
そ
。
く

り
シ
ョ
レ
、
一
漫
才
＝
横
山
た

か
し
・
ひ
ろ
し
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア

ン
カ
古
一
バ
ル
シ
ョ
古
、
7

時
1
5
分
～
7
時
半
式
典
、
7

時
半
～
9
時
＝
花
火
打
ち
上

げ
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約

3
0
種
類
7
0
0
0
発
）
▽
花

火
観
覧
席
・
野
外
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
入
場
券
・
：
2
0
0
0

円
▽
発
売
所
・
：
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所
　

（
宇
治
橋
西
詰
、
近
鉄
大
久

保
駅
）
▽
問
い
合
わ
せ
・
：
観

光
協
会
（
0
2
3
・
3
3
3
4
）

へ
。

雀
3
4
回

宇
治
花
火
大
会

　
8
月
1
0
日
（
水
）

参
加
し
よ
う
平
和
の
催
し

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

　
公
職
選
挙
法
に
よ
昨
、
政

治
家
の
寄
付
は
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
勧
誘
・
要
求

虚
礼
廃
止
を

　
　
申
し
合
わ
せ

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
宇
治
市
議
会
で
は
、
寄
付

行
為
の
禁
止
と
虚
礼
廃
止

（
暑
中
見
舞
い
の
自
粛
な
ど
）

の
励
行
に
つ
い
て
、
申
し
合

わ
せ
を
行
っ
で
い
ま
す
。
市

民
・
各
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

むかしのおもちゃとあそび

難朧願

�午前9時～午後5時

�聯願
�入場無料

　今の子供たちはテレ
＝ビゲーロムなど＝現代的な遊びには恵まれていま
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すがミ直接に千ものトやよぴと j … …

－

と 万 角 虫 れ で 遊 びし学万ごどか右は遠

ざか

う
でいるめではないで七丁う力尨：ノにここの：展覧会ではミ j T 7

j j が i ’ つ ’ ‾ て の 子

供 た ち が 遊 ん だ古くて新鮮な「おもちφ

」

が大集合

．

ぜひご来場を

．

＼

く作って遊ぷお：もちφ1φ教室を1、。。・l

ヶ8月20日切午後Ｔ時から，冲ｙ

央公民館と共催で行います。…………

＞費用●●●。300円L〉定員，・・40人。，
　（申し込み順） I 〉 講 師 … 安 田 真

紀 子 さ ん （ 奈良大学鎌田研究室）

レ申し込み・‥同館か中央公民館／　　　　　　　
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－ 1 4 1 1 ） へ 。 … … … … … … … 万 … …

▲唐こ万まで］風車，ベ猫，と＝，ねず＝み．お

………jl自ip子ぱくしぱニくな］ど約70点を展示

協力・：万………

‥奈良大学鎌田研究室

歴史資料館夏休みの展覧会PART2

市
議
会

歴史資料館登20－1311

折居台1－1（文化センター内）



同和問題の解決に向けて
　
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
八
月
十
一
日
「
同
和
問
題
の
解
決
は
国

の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
、
国
の
同
和
対
策
審

議
会
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
は
京
都
府
の
人
権
強
調
月
間
と
定

め
ら
れ
、
各
市
町
村
で
も
人
権
問
題
の
啓
発
に
集
中
的
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
私
た
ち
も
国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題
の
解
決

に
向
け
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
人
権
の
保
障

　
人
が
人
間
と
し
て
生
き
る
上

で
、
だ
れ
も
が
持
つ
「
健
康
に

生
き
た
い
」
、
’
Ｉ
「
愛
す
る
人
と
結

婚
し
た
い
」
、
「
好
き
な
勉
強
が

し
た
い
」
、
「
希
望
す
る
仕
事
に

就
い
て
、
力
い
っ
ぱ
い
働
き
た

い
」
と
い
っ
た
願
い
を
実
現
す

る
た
め
、
我
が
国
の
憲
法
は
、
基

本
的
人
権
を
永
久
の
権
利
と
し

て
す
べ
て
の
人
に
保
障
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
実

際
に
は
、
こ
う
し
た
権
利
が
完

全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
現
実

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
同
和
地
区
の
人
々
に

対
す
る
差
別
は
、
今
日
な
お
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

　
一
昨
年
の
十
こ
月
に
市
役
所

庁
舎
の
ト
イ
レ
で
、
同
和
地
区

の
人
々
に
対
す
る
差
別
落
書
き

が
発
見
さ
れ
で
以
来
、
今
年
の

一
月
ま
で
に
市
内
の
駅
や
小
学

校
な
ど
公
共
施
設
で
八
件
の

差
別
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
同
和
地
区

の
人
た
ち
の
存
在
を
否
定
す
る

も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
基
本

的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
は
決

し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

つ
く
ら
れ
た
差
別

江
戸
時
代
に
徳
川
幕
府
は
、

「
士
・
農
・
エ
・
商
」
と
い
う

身
分
制
度
を
つ
く
り
、
人
々
を

支
配
し
ま
し
た
。
当
時
、
人
口

の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
農
民

は
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
幕
府
は
、
農
民
の
不

平
不
満
を
抑
え
、
そ
の
は
け
ロ

と
す
る
た
め
、
さ
ら
に
そ
の
下

に
低
い
身
分
の
人
た
ち
を
つ
く

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
の

主
要
な
産
業
か
ら
締
め
出
し
、

住
む
場
所
や
職
業
、
結
婚
、
服

装
、
交
際
に
至
る
ま
で
厳
し
く

差
別
す
る
こ
と
で
、
支
配
の
安

定
に
利
用
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
同
和
問
題
は
、

歴
史
的
に
日
本
社
会
の
発
展
過

程
の
中
で
、
支
配
者
で
あ
る
武

士
が
政
治
的
に
つ
く
り
出
し
た

身
分
制
度
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

解
決
へ
の
取
り
組
み

　
　
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）

の
「
解
放
令
」
に
よ
り
、
封
建

的
な
身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
和
地
区
の

人
々
に
対
し
、
生
活
や
環
境
を

改
善
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施

策
が
何
ら
と
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
社
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
に
お
い
て
厳
し
い
差
別
が

そ
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
よ
う
や
く
行
政
が

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
本
格

的
に
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
、

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）

に
国
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
　

（
同
対
審
答
申
）
が
出
さ
れ
て

か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
答

申
は
、
同
和
問
題
の
解
決
の
責

任
が
行
政
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
取

り
組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策
の

方
向
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
法
律
面
で
の
裏
付
け

で
あ
る
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
を
初
め
と
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
い
て
、
今
日
ま
で

同
和
地
区
の
人
々
の
社
会
的
、

経
済
的
、
文
化
的
地
位
の
向
上

を
図
る
た
め
、
生
活
環
境
の
改

善
や
社
会
福
祉
の
増
進
、
雇
用

写真は、昨年12月3aに行われた
人権週間記念講演会

の
安
定
、
産
業
の
振
興
、

教
育
の
充
実
、
市
民
啓
発

な
ど
の
対
策
を
国
・
府
と

連
携
し
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
公
共
施
設

や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
ま

し
た
が
、
就
労
や
教
育
、
市
民

啓
発
と
い
っ
た
面
で
は
、
な
お

課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
手
で
解
決
を

　
市
で
は
同
対
審
答
申
の
精
神

に
基
づ
き
、
同
和
問
題
の
早
期

解
決
を
目
指
し
、
引
き
続
き
事

業
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
。

　
『
同
和
開
題
を
考
え
る
市
民
講

座
』
や
『
人
権
週
間
記
念
講
演

き
の
開
催
、
啓
発
資
料
の
作

成
な
ど
、
市
民
啓
発
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
の

効
果
を
高
め
、
真
に
同
和
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
同
和

問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

行
動
が
不
可
欠
で
す
。

　
人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

差
別
は
、
必
ず
私
た
ち
の
手
で

解
決
で
き
ま
す
し
、
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
の
心
の
痛

み
を
知
り
、
差
別
を
許
さ
ず
、

み
ん
な
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
市
民
み
ん
な
の
手
で
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

宇治市土地情報登録制度

8月1日から実施

　
市
で
は
八
月
一
日
か
ら
土

地
情
報
登
録
制
度
を
実
施
し

ま
す
。

‘
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
公
共
事
業
の
た
め
に
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
土
地
の

情
報
を
広
く
収
集
し
、
こ
れ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

公
共
事
業
を
円
滑
に
進
め
よ

う
と
い
う
も
の
。
市
内
に
土

地
を
お
持
ち
の
人
で
、
そ
の

土
地
を
公
共
事
業
用
地
な
ど

に
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
登
録
で
き
る
土
地

①
1
区
画
の

土
地
の
面
積

が
お
お
む
ね

1
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
以

上
の
更
地
で
、

公
共
事
業
用

地
や
代
替
地

と
し
て
利
用

で
き
る
も
の

②
土
地
の
所

有
者
と
境
界
が
明
確
な
も
の

③
所
有
者
以
外
の
権
利
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。
ま

た
は
設
定
さ
れ
て
い
て
も
、

宇
治
市
が
利
用
す
る
ま
で
に

確
実
に
抹
消
で
き
る
も
の

◇
登
録
期
間

　
2
年
。
再
登
録
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
登
録
期
間
中
で

も
、
自
由
に
土
地
の
利
用
や

処
分
は
で
き
ま
す
。

◇
登
録
の
利
点

　
登
録
さ
れ
た
土
地
に
つ
い

て
、
Ｉ
市
と
所
有
者
の
間
で
土

地
売
買
琵
合
意
し
土
地
売
買

契
約
を
締
結
す
る
場
合
は
、

次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
一
定
の
条
件
に
よ
り
、
譲

渡
益
か
ら
特
別
控
除
が
受
け

Ｇ
れ
ま
す

②
測
量
費
用
、
登
記
に
必
要

な
経
費
は
市
が
負
担
し
ま
す

③
土
地
売
買
奨
約
書
作
成
に

係
る
収
入
印
紙
代
を
負
担
し

ま
す
◇
登
録
の
手
続
き

　
用
地
課
に
あ
る
申
請
書
で
。

登
録
で
き
る
か
市
が
調
査
し
、

こ
の
制
度
の
趣
旨
に
該
当
す

る
場
合
、
登
録
し
ま
す
。
な

お
、
登
録
中
で
も
、
登
録
内

容
の
変
更
や
取
り
消
し
は
自

由
に
で
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
同
課
（
内
線
2
4
0
3
）
へ
。

8
月
1
0
日
（
水
）
は
宇
治
川
花
火
大
会
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
市
営
自
動
車
駐
車
場
は
臨
時
休
業
し
ま
す
。
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同和問題を考える

市民講座

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
「
同
和
問
題
を
考
え

る
市
民
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
内
容
な
ど
は
下
表

の
と
お
り
で
、
会
場
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
は
無

料
で
す
。
同
和
問
題
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
同
和
対
策
室
　

（
登
内
線
2
2
2
1
）
へ
。

�月日

�テーマ

�講師
�8／24　｛ホ）
�私たちのくらしと人権　一同和問題をとおしてー

�天理大学教授　内山ー雄さん
�9／16（金）

�映画の中の主人公たち
�映画プロデューサー　井之上綾子さん

�10／13　（木）
�差別ってなんだろう　一一取材ノー｜ヽから－

�京都新聞社記者　藤井昭三さん
�11／2（ホ）
�差別する意識・差別とたたかう意識

�花園大学教授　八木晃介さん

※時間はいずれも午後7時～

ひ
ゅ
う
ま
ん
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
'
9
4
を
開
催

　
府
で
は
、
今
年
も
ひ
ゅ
う
ま

ん
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
別
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
▼
と
き
・
上
映
作
品
・
：
○
8

月
9
日
㈹
、
午
後
2
時
9
水
の

旅
人
、
3
時
5
0
分
＝
明
日
へ
の

彩
り
、
6
時
半
＝
ワ
Ｆ
ル
ド
ー

ア
パ
ー
ト
0
1
0
日
㈹
、
午
後
2

時
＝
走
れ
メ
ロ
ス
、
3
時
5
0
分

―
ふ
た
り
の
タ
ロ
ウ
、
4
時
2
0

分
⊥
莉
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
／
、

６
時
半
＝
サ
ラ
ー
ム
ー
ボ
ン
ベ

イ
／
ｏ
‐
日
俐
、
午
後
2
時
り

お
星
さ
ま
の
レ
ー
ル
、
3
時
2
5

分
Ｉ
パ
丿
ン
し
て
び
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
6
時
半
ａ
遥
か
な
る

甲
子
園
▼
と
こ
ろ
・
：
ア
バ
ン
テ

ィ
ホ
ー
ル
▼
問
い
合
わ
ず
：
京

都
府
同
和
対
策
室
啓
発
・
事
業

課
（
ａ
0
7
5
・
4
1
4
・
λ
唾

2
7
1
）
べ
。
入
場
は
無
料
、

直
接
会
場
へ
。

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

市民宇治市q旬聯

］

第1033号丿宇1台rUj攻だより＼1994年（平成6年）8．月1日発行（2）

8月から11月まで月1回

　　　ぜひご参加を
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福祉・年金

■「在宅・施設老人福祉のてぴ　きJ几ができましたト　高齢者の福祉サービスの内容や‥手続きの方法を広く市民の皆さんに知っていただくためのパンフレットです。ご希望の人は各公民館・コミュニティセンター・行政サービスコーナー・地域福祉センター、老人福祉センター√在宅介護支援センター、：市役所長寿社会対策課の窓［］へ。［圃同課（内線23㈲。

■国民年金保険料の納め忘れはありませんか十上ト

　保険料を納め忘れていると、万一の事故のとき障害基礎年金や遺族基礎年金などを受けられないばかサか、将来、老齢基礎年金さえ受けられないこともあります6納め忘れがない力禰かめ、あればすぐに納めましよう。圃国民年金課（内線2310）。1．1■■

講塵・教室

m城南地域職業訓練センターの講座　圃いずれも同館（容46－0688）。

　　〈ワープロ夏期集中講座〉［〉8

月22日興～24日出√午前9時半～

午後3時半＞96C］p円。y＜ウ十プ

ｐ初級〉［〉9月4日－10月30日の　　　　・I・・・・III・・・・・「I・k－－％I・r・・・・・・I■㎜■■㎜■■■■■日曜

√午前9時半こ正午1＞1万17

001円。くパソコン夏期集中m庫

ロータス123初級〉う8月24日出

～26日㈲、午前9時半～午後3時

半［〉9500円。く簿記日商簿記3

級検定初級＞レ9月1日～11月18

日の月・水曜（1部金曜）、午後6

時弊～9時l＞1万500円。犬六白

■京都府女性就業サービスセンタ

ーの講習会

　いずれも会場は府立西陣労働セ

ツルメント（上京区今出川通智恵

光院西入）。対象は就業を希望する

女生［18月8日（月）までに同セン

ター0075－441－0033）へ印鑑持参

で。〈IS里事務初級〉＞9月19日

～11月4日の月＼・水・金曜、午前9

時半～午後3時半D〉定員…30人。で　

〈IS里事務中級〉レ9月7日⌒、し

ｎ月7日の月・、・フjべ。・。＝金曜

時半一午後3時半C〉定員…25九

　青少年センター十六

●大久保青少年センター（登44－

7447）八入……△＼

　圃映画会以外は必要。いずれも

同センター、先着順。丿　　

〈夏休み星空映画会〉I＞8月5

日面、午後フ時－9時［〉上映アニ

メ…キャプテン翼、タマ＆フレン

ズ3丁目物語ほか。∧く夏休み手

芸教室〉○8月9日（火）、午前9時

～午後3時＝エプロンづくりD＞対

象…小学4年生以上、25人レ380

円E〉持ち物・・・昼食、はさみ、糸と

針○8月11日出レ午前9時～正

午＝いぬのティッシュカバーづく

リレ対象‥小学3年生以上、25人

［＞100円レ持ち物…タオル1枚、

はさみレ糸と針十○8月18日独）、

午前9時～正午＝人形のキャンデ

ィ入れレ対象…小学3年生以上、

25人E〉150円。＜手作り教室・

よびりん人形〉I＞8月23日（川午

前り時～正午レ対象…小学1ダ～4

年生、40人［〉100円E〉持ち物‥汚

れて＝右よい手袋、：’筆記具レ＼＜末

土教室〉○8月17日困、午前9時

一午後2時＝動〈ふねづぐり［〉対

象‥り］ヽ学3年生以上、25人に〉170

円レ持ち物…昼食、筆記具○8

月24日出、午前9時～午後3時＝

オリジナルＢＯχづくりレ対象…

小学4年生以上、25人l＞550円レ

持ち物…昼食、筆記具。……く二ユ、

ダンス＆エアロビクス教室〉レ

8月lO日々31日の水曜、午前9時

～10時判〉対象‥・中・高校生ミ20

人レ持ち物・ん上靴√タオル6…………こ＝・、l・。＝

お知らせ………………………

‐「食中毒注意報」の発令にっいて

食中毒注意報は食中毒を未然に

防止するため、。……7月1入日からレ9月

宇治市又恪1コンター開伊川｜串，趾記踪

服部克久

東京ポップスオーケストラ演奏会
　　　　　　　　　　しクラシック・ジャズ・ポピユラー・映画音楽・叙

　　＼情歌などから、古今東西の名曲をお届けします。

　　10月13日（木）午後7時～文化センター大ホ＝ルヘ

前売り券は8／・I（月）から各プレイガイドで発売。全自由席3000円（a日500円増）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

宇治市文化センター／宇治市I観光協会／宇治市観光案内所（宇治橋西詰、近鉄大久保駅構内）

／松下時計店価ンヌ前）／小山瑞泉堂鴎宇治高校正門西）／うさ。ぎ堂c近践小倉駅m）／あ・－

たりや（棋島紫ケ丘団地12筋目）／黄案薬局（宇治小学校西）／手芸とカメラのマツモト（御蔵

山商店街）／宇治書店（宇治橋通り商店街）ノ富士書房（近鉄久津川駅前）／西小倉コミュニテ

ィセンター／アルプラザ城陽（4Fサービスセンター）／藤田薬品（宇治田原町岩山）／チケヅ

ド・ぴあにチイ大久保店ほか）／チケット・セソン（西友宇治店ほか）。……………＝

主催：京都府、宇治市、御自治総合セ＝ンター、御宇｜台市文化センター（電話予約・容20÷2111）　　　　　　　　　　　　　　　

I後援：自治省、京都府教育委員会、’宇治市教育委員会

　30日までの食中毒の発生しやすい　気象条件の日に京都府が発令、48　時間継続するもの。注意報が発令　された場合、テレビ・ラジオ・新　聞などで報道されるほか市役所と　4刹暫爪こ『食中刮主意報』発令中　の告知板を掲げます。圃保健予　防課（内線2262）。

　●歴史街道倶楽部個人会員募集

　　「歴史街道」とは、日本の歴史レの舞台を訪ねながら日本文化の魅力を楽しく体感できる新しいルー　トのこと。宇治市はメインル¬｜ヽ　の中の「平安～室町日割戈ゾーン」に丿立置付けられ、上案内板設置や散策　の道整備などを進めています。

　歴史街道痩呂進協議会では、「歴史　街道計画」に賛同いただける個人　を対象ヒ会員を募りますｊ〉特典ダ…ガイ下ブックや会員誌め送付、計孵俳官入場料やホテル宿泊料金の－I｜i・・・・四I・・－・・・I■¶rla・・

……1

＼3000円圃同会（c06－448－5820）。

　・＝・■＝・・J＝・・・・・I■・j・＝・・・＝I・・・■・一a・・・＝・・j・・・・♂・・・・－－＝I・・・a・・＝・・♂・・・・・・・・・

　■天ケ瀬ダム絵画作品募集

　天ケ瀬ダムや宇治川の写生画才　こんな天ケ瀬ダムになればいいなという夢を描いた絵を募集します。

　　レ対象・‥小・中学生国乍品の大工きさ…四ツ切圃9月15日向（当し日消印有効トまでに作品の裏に氏　名・学校名、学年り主所・電話番号＼を書いた応募用紙をはっでバ剛可……Jll環境管理財団大阪事務所「天ケニ瀬ダム絵画作品」募集係（守口市／外島町4－18、容05－994－0535）へ¨郵送するか市役所企画管理部総務　課（内線2052）へ持参尨ノ●

中央図書館「夏休みこどもカウンター開設…………1∧………………こ‾

い夏休みの宿題、自由研究、読書

についてなどレ本に関することは

何でも気軽にお尋ね〈トださいo．C〉

8月2日（火ト5日面、午前10時～

午後4時（正午～午後1時を除Ｏ　

図同館020－1511）。／

■人形劇フェスティバル出演団体

募集

　市内を中心に活動している人形

劇サークルの日常活動の成果発表

と相互交流などを目的に、11月20

日向、文化センター小ホールで開

く、フェスティバルの出演団体を

募集します。圃8月31日限まで

に中央公民館（母20－1411）。

お忘れのないように
労働保険料第2期の
納付期限は

　　8月31日です

圃商工課（内線2219）

満1歳になり

ました

　　池田優美ちゃん

H5．7．28⑩／南陵町1丁目

いつも笑顔を絶やさない

∧やさしい子に育ってネ／

5年8月生まれのお子さん。10

日俐までに広報課（内線2070）へ

　
第
四
十
四
回
宇
治
川
写
生
大

会
に
は
一
万
三
千
こ
百
六
十
七

薦
十
一
点
、
Ｉ
特

選
二
百
九
点
、

入
選
千
百
点
、

奨
励
賞
十
点
を
、

団
体
の
部
で
は

学
校
賞
一
校
、

学
校
奨
励
賞
十

校
を
決
定
。
七

月
二
十
日
に
市

役
所
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
位
入
賞

者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
‘
（
敬
称
略
ブ

　
　
「
ふ
れ
お
い
で
高
め
よ
う
宇

治
の
文
化
」
Ｉ
を
テ
ー
マ
に
、
毎

年
秋
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
市
民
文
化
祭
の
参
加
団

体
（
者
）
を
募
集
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の

成
果
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
（
展
示
の
部
〉

ｏ
第
1
Ｉ
部
1
1
月
4
日
面
～
6

日
剛
ａ
生
け
花
、
写
真
ヽ
映
像
、

盆
栽
、
園
芸
、
’
山
野
草
、
水
石

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
個
人
の
部
で
は
推

入
賞
作
品
決
ま
る

市民文化祭

■
個
人
の
部
推
薦

　
▼
朝
日
新
聞
社
賞
・
：
岸
真
衣
　

（
菟
道
小
）
▼
宇
治
市
長
賞
…

小
畑
芳
樹
（
宇
治
幼
）
、
山
本

大
輔
（
横
島
小
）
、
安
藤
高
虎
　

（
笠
取
第
二
小
）
、
柿
原
良
太
　

完
小
倉
小
）
、
村
上
潤
（
伊

勢
田
小
）
、
定
村
ゆ
き
な
（
菟

道
第
二
小
）
、
由
村
さ
と
み
　

（
宇
治
田
原
小
）
、
芳
川
聡
子
　

（
久
御
山
中
ぺ
苗
村
光
穂
・

奥
西
史
樹
（
宇
治
中
）

■
団
体
Ｊ
部
。

　
▼
学
校
賞
・
朝
日
新
聞
社
賞

・
：
宇
治
中
学
校
▼
学
校
奨
励
賞

・
：
○
宇
治
市
長
賞
ａ
菟
道
小
学

校
、
宇
治
小
学
校
、
深
谷
小
学

校
、
東
宇
治
中
学
校
、
菟
道
第

二
小
学
校
、
大
開
小
学
校
、
宇

治
田
原
小
学
校
、
木
幡
小
学
校

○
京
阪
電
気
鉄
道
㈱
賞
＝
南
部

小
学
校
0
京
都
府
観
光
連
盟
賞

＝
久
御
山
中
学
校
。

出展作品

出演団体
ｏ
第
2
部
ｎ
月
1
1
日
面
～
1
3

日
㈲
＝
書
道
（
半
切
程
度
以
内
）
、

額
装
品
（
1
0
号
以
内
）
、
拓

本
、
文
芸
、
示
工
芸
、
木
彫
、

木
工
芸
、
陶
工
芸
ｏ
菊
花
展

1
0
月
2
4
日
㈲
入

小
菊
盆
栽
、
大
輪
大
菊
。
い
ず

れ
も
出
品
点
数
は
一
人
―
点
　

示
物
は
数
点
を
Ｉ
セ
″
卜
と

し
て
出
品
可
）
。
〈
発
表
の
部
〉

ｎ
月
3
日
脚
五
舞
踊
、
民
謡
、

吟
詠
1
1
一
月
6
日
闘
犬
阻
、

合
奏
、
三
曲
、
謡
曲
。

▼
参
加
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
・
。

在
学
・
在
勤
の
人
か
、
そ
れ
ら

の
人
で
組
織
さ
れ
た
団
体
（
発

表
の
部
は
5
人
以
上
の
団
体
に

限
る
）

▼
参
加
料
（
発
表
の
部
）
…
2

0
0
円
×
参
加
者
数
十
―
団
体

に
つ
き
2
0
0
0
円

▼
申
し
込
み
・
‘
・
8
月
8
日
囲
～

1
2
日
面
に
文
化
観
光
課
（
内
線

Ｎ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
Ｊ
ｃ
ｏ
）
へ
ｏ

カメラで

おじやま

Ｉ
高
校
野
球
始
球
式

　
　
7
月
恰
日
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権

Ｉ
大
会
京
都
大
会
・
太
陽
が
丘
球
場
で
の
　

第
1
試
合
を
前
に
行
な
わ
れ
た
始
球
式
。

　
池
本
市
長
が
見
事
な
ス
ト
ラ
イ
ク
ボ
ー
　

ル
で
観
衆
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

関空リムジンパスガお披露目□

フ月13日、市役所駐車場で、関西

国際空港と宇治とを結ぶリムジンバ

スガお披露目されました。出迎えた

神明幼稚園児たちも「カツコイー」と

大喜び。このバスは、かねてから市が

京阪宇治交通㈱に同空港とのアクセ

スとして路線化を要望していたもの。

9月4日から1日4往復走ります。

情報

B0X

（3）・・・・．・・．・．．・．・・．・宇1台mj改だより1994年（平成6年）8月1日発行第1033号

順難齢言難朧難§U

募
集

第
4
4
回

宇
治
川
写
生
大
会

募集

府民芸術劇場・宝くじサウンドスペシャル



飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前9時～10時半、宇治保　

健所。

相談あんないｊ

■青少年相談24日南、午後1時～4時、

　宇治公民館○■

■法律相談毎週木曜、午後1時半～3　

時半、総合福祉会館。定員は1回につ　

き先着10人。社会福祉協議会昔22－06

00へ電話予約を。受け付け順に相談日・　

時間を決めます。し

・社会保険相談所12日面＝木幡公民館、

　26日面土宇治公民館、午後1時半～4

時。年金・健康保険など。圓国民年金　

課登内線2309o

■京都府交通事故相談3日（水）・17日（水）、

　午前9時～午後4時、京都府宇治地方

振興局。題同振興局a21－2049。

■暴力にかかわる困りごと相談1日C月k　

午前9時～午後4時、京都府宇治地方　

振興局。電話での相談も可丿回京都府　

暴力追放運動推進センター容075－451－　

8930．

■高齢者のための住宅改造相談25日用、

　午後1時半～4時半、宇治明星園在宅　

介護支援センター。同センター公23－　

フ880へ電話予約を。四長寿社会対策課　

昔内線2316．

　市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは6年度版

「市民カレンダーと手びき」「市

民の手引き」をご覧ください。

あんな
こんな本

「あの戦争のなかにぼくもいた」石浜みか

る著／国土社

　1941年9月26日、歯科医だったお父さんは、

突然、特高に連行された。「人を殺してはい

けない。戦争をしてはならない」という信念

を変えなかった父と、一家の5年間の歴史を、

少年の目を通して描いています。

　集団疎開の絵本「お母ちゃんお母ちゃー

んむかえにきて」奥田継夫ぶん／梶山俊

夫え／小峰書店ニレ尚

　昭和19年9月22日、夜、9時52分。し疎開第

八特別列車は、先生と子供だけを乗せて発車

した6「お母さん、さようなら。勝つ日まで

がんばってきます」みんな、元気いっぱい手

を振った。が、疎開地

で待ち受けていたのは、

けんかとシラミと空腹

と寂しさだけだった。

これは日本が戦争をし

ていたころのお話です。

子供から大人まで。主にストーリーテリング

沢
第
一
清
掃
工
場
（
し
尿
処
理
場
）
の
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
8
月
1
3
日
出
か
ら
1
6
日
脚
ま
で
の
4
日
間
、
し
尿
収
集
は

行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
8
月
1
7
日
以
降
の
最
初
の
収
集
間
隔
は
、
通
常
か
ら
3
日
程
延
び
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

378

「戦後体験の発掘」安田常雄・天野正子

編／三省堂▽　

占領期を現実とし

て語れる人たちは、

年々少なくなっでい

ます。編者は、人々

の記憶の中で風化し

ていく戦後・占領期

を、歴史的な記憶と

して再現しようとしています。日本の終戦時、

10歳から25歳たった森毅さん、梅原猛さんな

ど14人が、自分の青春と重ね合わせて戦後日

本の占領期を語っています0。■

「従軍It安婦とは何か」千田夏光著ノ汐文

社く

この本は、高校生が「従軍慰安婦」につい

て率直に質問を投げかけ、将来何をすべきか

何ができるかを私たちに考えさせでくれます。

2
5
日
Ⅲ

�
2
4
日
南

�
�
2
3
日
脚

�
旬
日
倒

�
�
1
8
日
床

�
�
1
7
日
南

�
1
6
日
叫

�
�
�
‥
‐
日
附

�
�
1
0
日
南

�
9
日
脚

�
�
�
5
日
面

�
4
日
團

�
�
�
3
日
團

�
2
日
脚

�
�
日

北
棋
島

�
蔭
山

�
横
島

�
伊
勢
田

�
遊
田

�
南
陵
町

�
広
野

�
開
�
緑
ヶ
原

�
平
盛

�
西
大
久
保

�
大
久
保

�
吹
前

�
南
小
倉

�
北
小
倉

�
明
星
町

�
志
津
川

�
三
室
戸

�
木
幡

�
岡
屋

�
福
角

�
羽
戸
山

�
平
尾
台

�
御
蔵
山

�
六
地
蔵

�
地
区

1
4
‥
‥
ｍ
一
Ｓ
1
5
一
3
0

�
4
’
Ｏ
ｒ
Ｏ
’
0
1
’
ｒ
｀
）
、
Ｓ
1
’
4

�
Ｑ
）
゛
0
4
ー
0
1
‘
Ｑ
Ｑ
Ｓ
1
’
り
乙

�
Ｑ
）
’
Ｏ
Ｒ
）
ー
0
1
゛
Ｑ
）
Ｓ
1
’
Ｑ
り

�
4
・
Ｏ
Ｓ
［
Ｑ
．
0
1
・
0
1
ー
つ
り

�
ｏ
‘
0
1
・
0
1
’
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

�
1
5
‥
0
0
Ｓ
1
6
一
0
0

�
（
ｊ
’
0
4
・
0
1
’
C
D
－
＾
．
C
O

�
り
Ｑ
’
Ｏ
Ｒ
り
・
0
1
’
C
O
．
－
＾
．
0

�
4
‘
0
5
・
0
1
‘
4
ぐ
、
，
1
・
ｇ
）

�
（
ｊ
゛
0
4
ー
0
1
：
C
O
＾
■
－
－
－
C
N

�
ｏ
‘
0
1
・
0
1
゛
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

�
4
’
Ｏ
ａ
）
．
0
1
’
り
り
ぐ
、
，
1
｀
0

�
1
0
‥
0
0
Ｓ
ｎ
一
旬

�
1
3
‥
3
0
～
1
5
‥
3
0

�
1
4
一
2
0
Ｓ
1
5
‥
2
0

�
Ｑ
り
’
0
4
．
0
1
゛
っ
ｕ
ぐ
、
’
1
゛
0

�
0
゛
0
1
゛
0
1
゛
0
く
″
ー
ー
0

�
1
3
‥
3
0
Ｓ
1
5
一
3
0

�
4
ー
Ｏ
Ｓ
ｒ
ｏ
・
0
ー
ー
只
）
1
・
4

�
1
3
‥
3
0
Ｓ
1
4
‥
2
0

�
Ｏ
’
0
1
・
0
1
゛
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

�
4
’
Ｏ
L
O
．
O
1
’
4
Ｓ
1
・
［
ひ

�
4
’
Ｏ
ｒ
Ｑ
・
0
1
．
c
s
i
’
＾
T
－
．
i
n

�
ｑ
）
’
0
4
・
0
1
’
っ
り
Ｓ
1
’
0

�
駐
車
時
間
『

北
槙
島
小
学
校

�
ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

�
膳
桶
掃
呟
喘
鳴
刈

�
伊
勢
田
小
学
校

�
西
小
倉
中
学
校
北
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第
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公
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�
大
久
保
小
学
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�
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産
開
ア
パ
ー
ト
東
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緑
ヶ
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蔭
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緑
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�
平
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小
学
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�
西
大
久
保
小
学
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�
旦
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公
会
堂
前

�
槙
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小
学
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�
南
小
倉
小
学
校

�
北
小
倉
小
学
校

�
汚
水
処
理
場
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�
志
津
川
バ
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駐
車
場

�
府
営
三
室
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団
地
内

�
木
幡
公
民
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�
岡
屋
小
学
校

�
五
ヶ
庄
福
角
市
営
住
宅

�
羽
戸
山
集
会
所
横

�
平
尾
台
第
一
児
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公
園

�
御
蔵
山
小
学
校

�
六
地
蔵
公
会
堂
前

�
駐
車
場
所

おはなし

会
3歳以上の子供。読み聞かせ、紙芝居ほか、

　
夏
バ
テ
防
止
の
食
生
活

　
毎
日
、
暑
い
で
す
ね
。
’
夏
バ
テ
し
て
ま

せ
ん
か
。

　
夏
は
、
食
欲
が
な
く
で
、
つ
い
、
あ
っ

さ
り
し
た
も
の
で
済
ま
せ
が
ち
で
す
。
ま

た
、
冷
た
い
お
茶
や
ジ
’
ユ
ー
ス
な
ど
の
水

分
を
取
り
す
ぎ
た
り
、
氷
菓
子
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
が
欲
し
く
な
る
季
節
で
す
。

　
体
力
が
消
耗
し
や
す
い
夏
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
を
送
り
、
夏
バ
テ
を
追
っ
払
い
ま
し
よ
　

①
良
質
の
た
ん
白
質
を
た
く
さ
ん
取
り
　
　

ま
し
ょ
う
。
た
ん
白
質
が
不
足
す
る
　
　

と
体
が
だ
る
く
な
り
ま
す
。
卵
や
魚
・
　
　

肉
・
豆
類
な
ど
を
効
果
的
に
取
り
ま

②
汗
を
か
い
た
後
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
　

補
給
し
ま
し
ょ
う
。
汗
を
か
く
と
、

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
他
に
カ
ル
シ
ウ
ム
も
　

失
わ
れ
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
筋
　

肉
や
神
経
の
機
能
調
節
に
欠
く
こ
と
　

の
で
き
な
い
栄
養
素
で
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
を
た
っ
ぷ
り
取
り
ま
し
ょ
　

う
。
疲
れ
た
な
と
感
じ
た
時
は
十
分
　

な
休
養
と
ビ
タ
ミ
ン
1
3
1
・
Ｃ
な
ど
を
　

た
く
さ
ん
含
ん
だ
ホ
ウ
レ
ン
草
・
小
　

松
菜
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
ま

④
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
飲
み
過
ぎ
に
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
　

ン
グ
に
は
ビ
タ
、
い
、
ン
氏
・
Ｃ
が
含
ま
　

れ
で
い
ま
す
。
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
　

カ
リ
ウ
ム
も
多
く
含
ま
れ
で
い
ま
す
。

　
汗
を
か
か
な
い
時
に
飲
む
と
高
血
圧
　

を
誘
因
し
ま
す
。

⑤
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
過
ぎ
は
、
砂
糖
の
　

取
り
過
ぎ
に
な
り
、
食
事
量
が
減
り
、

　
た
ん
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
必
要
　

な
栄
養
素
が
不
足
し
ま
す
。
気
を
付
　

け
ま
し
ょ
う
。

　

��8月のし尿収集日程

��願靉難㈱鯨継台難硝朧朧宍万万

8／5・29
�寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、芝ノ東（JR以西）

���8／5・29
�南浦（30～33、80～98、100～110）、大京団地、山際一部8／6・30

�野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦（JR以西）、新開（jR以西）、平野（JR＆．西）、折坂（JR以西）、門前、池山、岡谷、只川、河原、笠取、池尾

���8／6・30

�山際

����8／8・31
�寺内、久保、天王（府道以北）、老ノ木、西山（府道以東）、蓮池

��言面麟面騰羅靉韻面頭韻韻靉
����8／9、9／1

�天王（府道以南）、東山、中畑、西畑

8／8・31
�福角（JR以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

�8／6・30

�半白、志津川

����8／10、9／2
�西浦、堀池、南堀池（田中、大和ー部西2号通り以北）

��8／9、9／1

�乙方、山本、蔭山、東内、又振、山田、紅斎

��8／17、9／6

�田原、旦椋、井ノ尻、北ノ山、山ノ内、西裏

8／9、9／1

�荒横、田中、大垣内、妙見

����8／11、9／3
�南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）、南堀池（大和32～36）

��8／18、9／7
�戸ノ内、矢落（JR以北）、若森（JR以北）、寺山（jR以西）、茶屋裏、久保（JR以西）、上ノ山、大竹、南ノロ、平盛

8／10、9／2
�谷下り（全域）、出口（全域）、森本（全域）、中筋、大谷、東中、西中、藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り

����8／12、9／5
�南堀池（大和）、南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、中ノ田、浮面、名木、安圧1町

��8／19、9／8
�石塚（心華寺通り以西）、丸山、一里山（府道以南）、桐生谷（JR以西）、東裏（JR以西と府道以南）、金井戸、白川

8／11、9／3
�折坂（JR以東）、平野（JR以東）、福角（JR以東）、一番割、二番割、三番割一部

����8／17、9／6

�中山（近鉄以西）、毛語、若林、南山、ウトロ
����8／18、9／7

�神楽田（山中含む）、西山（府道以西）、中央台、北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、毛語（府道以北）、若林一部

8／12、9／5
�南端（JR以東）、五ヶ庄西浦（JRiil東）、芝ノ東（府道両側）、新開（JR以東）、三番割

��8／20、9／9
�弐番（府道以北）、池森、米阪、蛇塚、樋ノ尻里尻（JR以北）、小桜、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部、寺山（JR＆．東）｀、宮谷、尖山一部（4番地）、中島、久保（jR以東）8／17、9／6

�南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）、広岡谷、芝ノ東（府道以東）

����8／19、9／8

�中山（近鉄以東）、大谷、羽拍子町
����8／22、9／12

�春日森、－ノ坪、島前、大町、石橋（大川原線以西）、中川原（大川原線以西）、．大川原、東目川、西目川

8／18、9／7

�南山（Ｂ）、金草原

�8／22、9／12
�ー里山（府道以北）、桐生谷（JRiil東）、東裏（JR以東の府道以北）、開町

8／19、9／8
�六地蔵（JR＆．東・以北の全域）、花揃、赤塚、陣ノ内（JR以東）、正中（JR以東）、御園、北山畑、南山畑、中村（JR以東）、大瀬戸（JR以東）、東中（jR以東）、北畠一部、北御蔵山（平尾）、中御蔵山、南御蔵山、畑山田

��8／1・23

�宮東、宮西、宮北

�8／1・23

�南落合（Ｏの通り～13の通り）

��8／2・24
�大谷、野神一郎、小根尾、大開尖山一部（2番地・6番地）

�8／2・24
�薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、郡、石橋（大川原線以東）、吹前（市営住宅）

��8／3・25
�野神、大谷一部（上権現町を含む）、琵琶、弐番（府道以南）、矢落（JR以南）、宇文字、若森（JR以南）、壱番（宇治橋通り以北）、妙楽（宇治橋通り以北）．里尻（JR以南）

�8／3・25
�中川原（大川原線以東）、吹前（市営住宅除く）、十一（大川原線以東・国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

8／20、9／S

�北畠、桧尾、平尾、須留、炭山

8／3・25
�六地蔵（jR以西鴇陣ノ内（JR以西）、正中（jR以西）、河原、北島、東中（JR以西）、西中、大瀬戸（JR以西）、内畑、熊小路、中村（JR以西）、木幡西浦、南端（JR以西）、壇ノ東

����8／4・26

�南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

��8／4・26
�下居、善法、壱番（宇治橋通り以南）、妙楽（宇治橋通り以南）、蓮華、塔川

�※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（日・祝日を除　く）に同組合へ。
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玲涯繭法細微言祐戦顕彰
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■中央10日南・24日伽

■束宇治3日南

　いずれも午後3時半～4時

おはなした

まてばこ

■中央20日出

午後3時～3時半犬■東宇治………24日南　

午後3時半～・4時

お
願
い
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